
　
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
北
の
風
土
・
詩
作
の
旅

詩
の
小
径
〜
文
学
散
歩
」
が
６
月
９
日
、
県

立
北
欧
の
杜
公
園
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
、

参
加
者
が
自
作
詩
を
披
露
し
な
が
ら
自
然
と

文
化
に
触
れ
る
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
市
内
外
の
現
代
詩
愛
好
家
な

ど
24
人
が
参
加
。
北
欧
の
杜
公
園
で
は
、
参

加
者
一
人
一
人
が
作
品
に
込
め
た
思
い
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
後
、
ギ
タ
ー
演
奏
を

バ
ッ
ク
に
自
作
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
元
合
川
町
長
で
詩
人
の
畠
山
義

郎
氏
の
詩
碑
と
浜
辺
の
歌
音
楽
館
を
訪
問
し
、

最
後
に
５
人
の
参
加
者
が
即
興
詩
を
披
露
。

参
加
者
は
、
メ
モ
を
と
っ
た
り
目
を
閉
じ
て

じ
っ
と
聞
き
入
っ
た
り
し
な
が
ら
創
作
意
欲

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

▲ギター演奏に合わせて、自作詩を朗読す
る参加者

現代詩に触れる旅楽しむ ●第29回国民文化祭プレイベント

　
鷹
巣
女
性
史
研
究
会
（
中
嶋
喜
代
会
長
、

会
員
47
人
）
の
創
立
30
年
記
念
祝
賀
会
が
、

５
月
25
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
同

研
究
会
の
会
員
や
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し

て
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
は
、
郷
土
の
女
性
史
を
学
習
及

び
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
59
年

に
発
足
。
研
究
の
成
果
を
後
世
に
残
そ
う
と
、

こ
れ
ま
で
「
鷹
巣
町
婦
人
会
史
」「
鷹
巣
の

風
土
に
生
き
る
」「
明
日
を
拓
（
ひ
ら
）
く
」

な
ど
の
本
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。 

　
祝
賀
会
で
は
、
長
き
に
わ
た
り
研
究
会
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
ほ
か
、
元
鷹
巣
町
長
の
出
川
禮
一
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
に
食
べ
る
と
さ
れ
た
伝
統
食
の

「
晴
食
」が
振
る
舞
わ
れ
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

▲約40人が出席し、これまでの足跡を振
り返りながら30年の節目を祝いました

女性の足跡を後世に ●鷹巣女性史研究会創立30年記念祝賀会

　
第
５
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
５

月
23
日
、
福
島
県
三
春
町
の
「
三
春
交
流
館

ま
ほ
ら
」で
開
か
れ
、基
調
講
演
や
活
動
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ダ
ム

湖
の
在
り
方
を
探
り
ま
し
た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
国
土
交
通
省
が
東
北
で

直
轄
管
理
す
る
ダ
ム
を
、
観
光
や
学
習
な
ど

の
交
流
の
場
と
し
て
積
極
的
に
利
活
用
す
る

た
め
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
森
吉
山
ダ
ム
が
平
成
25
年
３
月
に
完
成
し

た
こ
と
を
受
け
、
津
谷
市
長
が
初
め
て
出
席
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
津
谷
市
長
は
、

森
吉
四
季
美
湖
で
開
催
さ
れ
た
夏
ま
つ
り
や

紅
葉
ま
つ
り
、
さ
ら
に
ダ
ム
広
報
館
で
喫
茶

店
を
運
営
し
て
い
る
根
森
田
生
産
組
合
の
活

動
等
を
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在
抱
え
て
い
る

課
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

▲みちのくダム湖サミットでパネリストと
して発表する津谷市長

ダム湖の利活用促進策を探る ●第５回みちのくダム湖サミット

　
奥
森
吉
・
太
平
湖
の
湖
水
開
き
が
６
月
１

日
に
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客

が
遊
覧
船
に
乗
っ
て
新
緑
映
え
る
湖
の
景
色

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
運
航
に
先
立
ち
、
太
平
湖
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
で
行
わ
れ
た
神
事
で
は
、
遊
覧
船
を
運
航

す
る
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
株
式
会
社
（
鈴

木
謙
一
代
表
取
締
役
）
の
職
員
や
関
係
者
、

観
光
客
な
ど
約
20
人
が
参
加
し
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
観
光
客
は
第
１
便
の
「
森
吉
丸
」

に
乗
船
。
船
上
か
ら
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き

な
が
ら
、
新
緑
の
木
々
で
囲
ま
れ
た
湖
と
残

雪
広
が
る
森
吉
山
の
眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
遊
覧
船
は
、
10
月
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
ま
で

毎
日
７
便
が
運
航
さ
れ
、
観
光
客
を
秘
境
小

又
峡
へ
と
ご
案
内
し
ま
す
。

▲今シーズンの運航が始まった遊覧船「森
吉丸」から、周囲の景色を楽しむ

奥森吉に観光シーズン到来 ●太平湖湖水開き

　
第
27
回
東
京
圏
あ
に
会（
佐
藤
正
成
会
長
）

の
総
会
・
懇
親
会
が
５
月
26
日
、
東
京
都
台

東
区
の
「
オ
ー
ラ
ム
」
で
開
か
れ
、
会
員
や

阿
仁
地
区
か
ら
の
参
加
者
な
ど
、
約
１
８
０

人
が
集
い
、
ふ
る
さ
と
阿
仁
を
懐
か
し
む
話

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
馬
肉
の
煮
つ
け
な
ど
の
懐

か
し
い
味
を
堪
能
し
、
北
秋
田
市
ゆ
か
り
の

歌
手
に
よ
る
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
内
陸
線
の
紹
介
や
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
会
場
内
の
特
産
品

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
阿
仁
か
ら
直
送
さ
れ

た
採
れ
た
て
の
ミ
ズ
や
シ
ド
ケ
、
ア
イ
コ
等

が
並
べ
ら
れ
、
郷
土
の
味
を
求
め
る
会
員
た

ち
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

▲各テーブルでは、久しぶりの再会を喜び
合う光景が広がりました

ふるさと談議に花を咲かせて ●第27回東京圏あに会

　
昭
和
58
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
よ
る
津

波
で
犠
牲
に
な
っ
た
旧
合
川
南
小
学
校
児
童

13
人
の
30
回
目
と
な
る
慰
霊
祭
が
５
月
24
日
、

旧
合
川
南
小
学
校
の
殉
難
の
碑
前
で
行
わ
れ
、

合
川
小
学
校
（
三
浦
栄
一
校
長
、
児
童
数
66

人
）
の
全
校
児
童
と
教
職
員
ら
が
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
で
は
、
参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
し

た
後
、三
浦
校
長
が「
遥
か
な
未
来
に
向
か
っ

て
子
ど
も
た
ち
が
光
り
輝
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
慰
霊
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
年
生
の
伊
藤

那
穂
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
の
分
ま
で
勉
強
や
運

動
を
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
慰
霊
碑
に
話

し
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
児
童
の
代
表
ら
が
慰
霊
碑
に
献

花
し
、
教
訓
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

▲慰霊碑に献花し、改めて命の尊さをかみ
しめました

犠牲から30年、教訓を胸に刻む ●合川小学校慰霊祭

な  

ほ
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